


































講演は 1 時間 30 分以上に及んだが，大田先生は沖縄師範学校在学中に鉄血勤皇隊
の一員として沖縄守備軍に動員されるなど自らも沖縄戦を経験されているご体験，ま
た政治家として基地問題にかかわったご自身のご体験をもとにしながら，沖縄の目線
から沖縄戦や沖縄基地問題を再考することが重要であることを，数多くの事例をとり
あげながら熱く語られた。
講演終了後フロアからは，仲井眞前知事はなぜ辺野古移設を受け入れたのか，翁長
県知事の交渉手腕はどのようなものなのか，日本政府の沖縄への対応をどう評価して
いるかなど数多くの質問が出された。
講演会を締めくくるにあたり大田先生は，大学生たちに対するメッセージとして，
ものを知ることの喜びがいかに尊いものかを戦場で学んだことについて語られた。
（文責：星野　昌裕）
